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学校番号 101 

 

令和３年度 外国語科 シラバス（指導と評価の年間計画） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 

コミュニケ

ーション英

語Ⅱ 

（抽出） 

３ 第 2 学年 

文栄堂「New Edition Grove English CommunicationⅡ」 

文栄堂「New Edition Grove English CommunicationⅡ 

WORKBOOK」 

啓林館「Word Navi 英単語・熟語 3000」 

啓林館「Word Navi 英単語・熟語 3000 トレーニングノ

ート２」 

浜島書店「Watching Light」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

コミュニケーション英語Ⅰで学習した内容をふまえながら、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という 

４技能を使って、社会生活において英語で情報を受け、発することに主眼を置いたものです。教科書の各レッスンは、さ

まざまな題材を通して文化や生き方などを学び、考え、そのあとの練習で発信していく構成になっています。音読学習を

大切にし、授業ではペアワークやグループワークを多く行いながらリズムなどを意識して、きちんと伝わる音読をを意識

しましょう。また、コミュニケーションを支える文法・語法を復習すると同時に、英語での面接を想定したインタビュー

など、英語を発信することの面白さを味わい、積極的に英語を使うことを意識して学習をしましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・日常的な挨拶がで

き、身の周りで起

こったことや経

験したことにつ

いてやりとりが

できる。 

・簡単な語や表現を

使って、気持ちや

意見のやりとり

ができる。 

・学習した文法事項

などの知識を活

用して、場面、状

況に応じた正し

い文を話すこと

ができる。 

 

コミュ英

Ⅱ 

・インタ

ビュー

テスト 

 

英語表現

Ⅱ 

・スピー

チ 

 

・簡単な語や基礎的

な表現を用いな

がら、接続詞で文

と文をつないで、

まとまりのある

説明などの文章

を書くことがで

きる。 

・学習した文法事項

などの知識を活

用して、場面、状

況に応じた正し

い文を書くこと

ができる。 

 

コ ミ ュ

英Ⅱ 

・小テス

ト 

・定期考

査 

 

英 語 表

現Ⅱ 

・小テス

ト 

・定期考

査 

 

・ゆっくりはっきり

話されれば、事物

に関する紹介（自

己紹介を含む）や

対話、自分の周り

で起きる事象な

どを聞いて，情報

や考えなどの要

点や具体的な情

報を聞きとるこ

とができる。 

・英語の音声的な特

徴や内容の展開

などに注意しな

がら正しく聞き

とることができ

る。 

 

コ ミ ュ

英Ⅱ 

・リスニ

ン グ

テ ス

ト 

 

英 語 表

現Ⅱ 

・リスニ

ン グ

テ ス

ト 

 

・２００語程度の説

明，評論，物語，

随筆などを速読

して，概要をとら

えることができ

る。 

・２００語程度の説

明，評論，物語，

随筆などを適宜

辞書等を使いな

がら、精読して，

要点や詳細をと

らえることがで

きる。 

・未知の語の意味を

推測したり背景

となる知識を活

用したりしなが

ら読むことがで

きる。 

コミュ英

Ⅱ 

・定期考

査 

 

英語表現

Ⅱ 

・定期考

査 
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３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心をも

ち、積極的に言語活動を行いっ

ているか。授業中のペアワーク

の様子を観察する。ワークシー

トをチェックする。 

聞いたり読んだりしたこと、

学んだことや経験したこと

に基づき、英語で話したり書

いたりして、情報や考えなど

を適切に伝えているか。 

英語を聞いたり読んだりし

て、その概要や要点を捕らえ、

情報や考えなどを的確に理解

しているか。 

 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているか。 

定期考査 

 

４ 学習の活動 

単元 

(月) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson 1 
（4月） 

 

 
Mt. Fuji: 
The 
Pride of 
Japan 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

富士山が担ってきた歴 

史的、文化的役割を理 

解し、日本および日本 

文化について関心を持 

つ。 

"富士山が担ってきた歴 

史的、文化的役割を理 

解し、日本および日本 

文化について理解を深 

めようとしている。" 

"読んだ内容から印象 

に残った語(句)を用い 

て、文を書いて発表す 

る。 

 

" 

Put It All Together2 

の設問において、自由 

に作文できることを確 

認する。 

 " 

「外国語表現の能力」 

・世界遺産に関して読み、 

自身のスクリプトを作成

して発表を行う。 

・学習するべき表現を覚

え、応用することがで 

きる。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適

切に答える。 

・Master the Contents A 

において、問いに単語 

でなく文章で答えること 

ができるか確認する。 

・Communication Corner 

において、自分の言葉 

でスピーチできるかを 

観察する。 

「外国語理解の能力」 

日本が世界に誇る富士山 

の歴史と現状について知 

る。 

歴史の中での宗教的、 

文化的な富士山の役割 

と与えた影響について

読み取ることができる。 

・本文を読んで内容を

把握し、英語の質問に

答えたり、サマリーを

作成したりする。 

・CD の音声を聞いたり 

ALT の発言を聞く。 

・本文、Master the 

Contents および Put It  

All Together 1 の設問に 

正答できることを確認す 

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「S+V」、 

 「S+V+C」、 

 「S+V+O」、 

 「S+V+O+O」、 

 「S+V+O+C」、 

 「S+V+C(=that 節）」

について理解する。 

・「S+V」、 

 「S+V+C」、 

 「S+V+O」、 

 「S+V+O+O」、 

 「S+V+O+C」、 

 「S+V+C(=that

節）」について理解し

ている。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確認

する。 

・CHECKUP およ Make  

It Your Own 練習問題 

において正答できている 

ことを確認する。 

Lesson 2 
 

(５月) 

 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・同世代の若者のスピー 

チを通して、彼女の考 

え方を理解し、自分に 

置き換えて考える。 

・同世代の若者のスピー 

チを通して、彼女の考 

え方を理解し、自分に 

置き換えて考えようと 

している。 

・読んだ内容から印象

に残った語(句)を用い

て、文を書いて発表す

る。 

・Put It All Together2 の 

設問において、自由に作 

文できることを確認す 

る。 

「外国語表現の能力」 

・著名人に送るメッセー

ジに関する会話を聞いて

から、同じテーマについ

てグループで討論をす

・著名人に送るメッセー

ジに関する会話を聞いて

から、同じテーマについ

てグループで討論をする

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適

切に答える。 

・Master the Contents A  

において、問いに単語 

でなく文章で答えること 

ができるか確認する。 



3 

 

る。 ことができる。 ・Communication 

Corner において、自分

の言葉でディスカッショ

ンできるかを観察する。 

「外国語理解の能力」 

・白石阿島さんのスピー

チを読み，挑戦すること

の意味を理解する。 

・白石阿島さんのスピー

チを読み，挑戦すること

の意味が理解できる。 

・本文を読んで内容を

把握し、英語の質問に

答えたり、サマリーを

作成したりする。 

・CD の音声を聞いた

り ALT の発言を聞く。 

・本文、Master the  

 Contents および Put  

It All Together1 の設問 

に正答できることを確認 

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「現在完了形」「過去完 

 了形」「過去完了進行 

 形」について理解する。 

・「現在完了形」「過去完 

了形」「過去完了進行形」

について理解している。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確認

する。 

・CHECKUP および

Make It Your Own 練習

問題において正答できて

いることを確認する。 

Lesson 3 
(６･７月) 

 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

･海岸で発見されたペン 

ギンに対して人々がどの 

ように行動し、その結 

果どうなったかを知る。 

･海岸で発見されたペン 

ギンに対して人々がど

のように行動し、その結

果どうなったかを知ろ

うとしている。 

・読んだ内容から印象 

に残った語(句)を用い 

て、文を書いて発表す 

る。 

・Put It All Together2 の 

設問において、自由に作 

文できることを確認す 

る。 

  

「外国語表現の能力」 

・ペンギンに関するレポ

ートを読み、自身のレポ

ートを完成する。 

・ペンギンに関するレ 

ポートを読み、自身の 

レポートを書くことが 

できる。 

・読んだ内容を理解し、 

聞いた英語について適切 

に答える。 

・Master the Contents A  

において、問いに単語 

でなく文章で答えるこ 

とができるか確認する。 

・Communication 

Corner において、自分の

言葉でレポートを作成で

きるかを確認する。 

「外国語理解の能力」 

・ペンギンがニュージー

ランドで発見され、世界

中に注目が集まる中、海

に帰されるまでの経緯を

知る。 

・ペンギンがニュージ

ーランドで発見され、

世界中の注目が集まる

中、海に帰されるまで

の経緯を知ることがで

きる。 

・本文を読んで内容を把 

握し、英語の質問に答え 

たり、サマリーを作成し 

たりする。 

・CD の音声を聞いたり、 

ALT の発言を聞く。 

・本文、Master the  

Contents および Put It  

All Together1 の設問に 

正答できることを確認 

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「助動詞」、「助動詞 

 +完了形」、「受け身」 

 について理解する。 

・「助動詞」、「助動詞 

+完了形」、「受け身」 

について理解してい

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・CHECKUP および 

Make It Your Own 練習 

問題において正答できて 

いることを確認する。 

Lesson 4 
（8月） 

 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・世界がかかえる問題を 

 知り、他国に目を向け 

 る態度を養う。 

・世界がかかえる問題

を知り、他国に目を向

ける態度を養おうとし

ている。 

・読んだ内容から印象に

残った語(句)について、

自分の感想を書いて発表

する。 

・Put It All Together2 の 

設問において、自分の感 

想を述べることができる 

ことを確認する。 

  

「外国語表現の能力」 

・水不足に関するディベ

ートを聞き，その後、グ

ループで、ペットについ

てディベートをする。 

・水不足に関するディ 

ベートを聞き，その後、 

グループで、ペットに 

ついてディベートがで 

きる。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適切

に答える。 

・Master the Contents A  

において、問いに単語 

でなく文章で答えるこ 

とができるか確認する。 

・Communication  

Corner において、自分の 

言葉でディスカッション 
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できるかを観察する。 

「外国語理解の能力」 

・エチオピアのワーカウ

ォータータワーが生まれ

た経緯を理解する。 

・エチオピアのワーカ

ウォータータワーが生

まれた経緯を読み、理

解している。 

・本文を読んで内容を把 

握し、英語の質問に答え 

たり、サマリーを作成し 

たりする。 

・CD の音声を聞いたり、 

ALT の発言を聞く。 

・本文、Master the  

Contents および Put It  

All Together1 の設問に 

正答できることを確認 

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「助動詞を含む受け 

身」、「S+V(+O)+O(=that

節)」、「S+V(+O)+O(=疑

問詞節)」、「未来進行形」 

について理解する。 

・「助動詞を含む受け 

身」、 

「 S+V(+O)+O(=that

節)」「S+V(+O) 

+O(=疑問詞節)」、「未 

来進行形」について理 

解している。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・CHECKUP および

Make It Your Own 練

習問題において正答でき

ていることを確認する。 

Lesson 5 
（9月） 

 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・身近な食材について、 

 どのように世界に広ま 

 ったのかを知り、関心 

 を広げる。 

・身近な食材について、 

どのように世界に広ま 

ったのかを知り、関心 

を広げようとしてい

る。 

・読んだ内容から印象に 

残った語(句)について、 

自分の感想を書いて発表 

する。 

・Put It All Together2 の 

設問において、自分の感 

想を述べることができる 

ことを確認する。 

「外国語表現の能力」 

・野菜の収穫量に関する

プレゼン原稿を読んで理

解し、自身の原稿を作成

して発表する。 

・野菜の収穫量に関す 

るプレゼン原稿を読ん 

で理解し、自身の原稿 

を作成して発表するこ 

とができる。 

・読んだ内容を理解し、 

聞いた英語について適切 

に答える。 

・Master the Contents A  

において、問いに単語 

でなく文章で答えるこ 

とができるか確認する。 

・Communication  

Corner において、自分の 

言葉でスピーチできるか 

を観察する。 

「外国語理解の能力」 

・トマトの起源や，食べ

物として広く親しまれる

ようになった過程を理解

する。 

・トマトの起源や，食

べ物として広く親しま

れるようになった過程

を理解している。 

・本文を読んで内容を把 

握し、英語の質問に答え 

たり、サマリーを作成し 

たりする。 

・CD の音声を聞いたり、 

ALT の発言を聞く。 

・本文、Master the  

Contents および Put It  

All Together1 の設問に 

正答できることを確認 

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「進行形の受け身」、 

 「『S+V+O(=that 節）』 

 の受け身」、    

 「『S+V+O+O』 

 『S+V+O+C』の受け

身」、  

 「完了形の受け身」に  

 ついて理解する。 

・「進行形の受け身」、 

「『S+V+O(=that 節）』 

 の受け身」、    

 「『S+V+O+O』 

 『S+V+O+C』の受 

け身」、「完了形の受

け身」について理解

している。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・CHECKUP および

Make It 

 Your Own 練習問題に

おい 

 て正答できていること

を 

 確認する。 

Lesson 6 
（10 月） 

 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・アイスランド人が自然

の恩恵を利用して生き

るためにしている工夫

を知り、日本との共通

点や相違点に気づく。 

・アイスランド人が自

然の恩恵を利用して

生きるためにしてい

る工夫を知り、日本

との共通点や相違点

を考えている。 

・読んだ内容から印象に

残った語(句)について、

自分の感想を書いて発表

する。 

・Put It All Together2 の 

 設問において、スピー

チの原稿を作成し，プ

レゼンテーションでき

ることを確認する。 
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「外国語表現の能力」 

・日本と類似する国に関

するディスカッションを

聞いた後、グループでデ

ィスカッションをする。 

・日本と類似する国に

関するディスカッシ

ョンを聞いた後、グ

ループでディスカッ

ションができる。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適切

に答える。 

・Master the Contents A  

 において、問いに単語 

 でなく文章で答えるこ 

 とができるか確認す

る。 

・Communication 

Corner 

 において、自分の言葉 

 でスピーチできるかを 

 観察する。 

「外国語理解の能力」 

・トマトの起源や，食べ

物として広く親しまれる

ようになった過程を理解

する。 

・トマトの起源や，食

べ物として広く親しま

れるようになった過程

を理解している。 

・本文を読んで内容を把 

握し、英語の質問に答え 

たり、サマリーを作成し 

たりする。 

・CD の音声を聞いたり、 

ALT の発言を聞く。 

・本文、Master the  

 Contents および Put 

It  

 All Together1 の設問

に 

 正答できることを確認 

 する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「進行形の受け身」、 

 「『S+V+O(=that 節）』 

 の受け身」、    

 「『S+V+O+O』 

 『S+V+O+C』の受け

身」、「完了形の受け身」

について理解する。 

・「進行形の受け身」、 

 「『S+V+O(=that

節）』の受け身」、    

 「『S+V+O+O』 

 『S+V+O+C』の受 

け身」、「完了形の受

け身」について理解

している。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・CHECKUP および

Make It Your Own 練習

問題において正答できて

いることを確認する。 

Lesson 7 
（11･12 月） 

 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ジャムの実験の結果か 

 ら、実生活での取り入  

 れ方を意欲的に考え 

る。 

・ジャムの実験の結果

から、実生活での取り

入れ方を意欲的に考え

ようとしている。 

・読んだ内容から印象に

残った語(句）をテーマ 

 に、スピーチ原稿を作 

 成し、発表する。 

・Put It All Together2 の 

 設問において、スピー

チの原稿を作成し，プ

レゼンテーションでき

ることを確認する。 

  

「外国語表現の能力」 

・書籍の購入方法に関す

るスピーチを読み，自身

の原稿を作成して発表す 

る。 

・書籍の購入方法に関

するスピーチを読

み，自身の原稿を作

成して発表すること

ができる。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適切

に答える。 

・Master the Contents A  

 において、問いに単語 

 でなく文章で答えるこ 

 とができるか確認す

る。 

・Communication 

Corner 

 において、自分の言葉 

 でスピーチできるかを 

 観察する。 

「外国語理解の能力」 

・実験がどのような経緯

から生まれ、どんな方法

がとられ、人々がどのよ

うに行動したのか、につ

いての要点をとらえる。 

・実験がどのような経

緯から生まれ、どんな

方法がとられ、人々が

どのように行動したの

か、についての要点を

とらえることができ

る。 

・本文を読んで内容を把 

 握し、英語の質問に答  

 えたり、サマリーを作 

成したりする。 

・CDの音声を聞いたり、 

 ALTの発言を聞く。 

・本文、Master the  

 Contents および Put 

It  

 All Together1 の設問

に 

 正答できることを確認 

 する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「分詞構文」「S+V+O+C 

 (=原形不定詞）」、「分 

 詞構文（～するとき、 

・「分詞構文」

「S+V+O+C 

 (=原形不定詞）」、「分 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・CHECKUP および

Make It 

 Your Own 練習問題に
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 ～なので）」、関係代名 

 詞の非制限的用法」に 

 ついて理解する。 

 詞構文（～するとき、 

 ～なので）」、関係代 

 名詞の非制限的用

法」について理解し

ている。 

おいて正答できている

ことを確認する。 

 

Lesson 8 
（1･2 月） 

 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・国際的に評価されてい

建築家が世界の災害現場

で行っている活動を理解 

し、社会貢献について関 

心を持つ。 

・国際的に評価されて

い建築家が世界の災害

現場で行っている活動

を理解し、社会貢献に

ついて考えようとして

いる。 

・読んだ内容から印象に

残った語(句）をテーマ 

 に、スピーチ原稿を作 

 成し、発表する。 

・Put It All Together2 の 

 設問において、スピー

チの原稿を作成し，プ

レゼンテーションでき

ることを確認する。 

「外国語表現の能力」 

・インタビューを読み、

内容を理解してから、イ

ンタビューしたい相手と

内容を考えて発表する。 

・インタビューする相

手と内容を考えて発

表することができ

る。 

・読んだ内容を理解し、

聞いた英語について適切

に答える。 

・Master the Contents A  

 において、問いに単語 

 でなく文章で答えるこ 

 とができるか確認す 

る。 

・Communication 

Corner において、イン

タビューとしての受け

答えができるかを観察

する。 

「外国語理解の能力」 

・坂茂氏が建築家として

どのような経緯で紙管を

建築素材として利用し、

どのような気持ちで被災

地の支援に当たっている

のかを読み、要点をとら

える。 

・坂茂氏が建築家とし

てどのような経緯で紙

管を建築素材として利

用し、どのような気持

ちで被災地の支援に当

たっているのかを読

み、要点をとらえてい

る。 

・本文を読んで内容を把 

握し、英語の質問に答え 

たり、サマリーを作成し 

たりする。 

・CD の音声を聞いたり、 

ALT の発言を聞く。 

・本文、Master the  

 Contents および Put 

It All Together1 の設

問に正答できることを

確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「分詞構文」、 

 「S+V+O+C(=原形不 

 定詞)」、「分詞構文 

 （「～なので」、「～す 

 るとき」）、「関係代名 

 詞の非制限的用法」に 

 ついて理解する。 

・「分詞構文」、 

 「S+V+O+C(=原形不 

 定詞)」、「分詞構文 

 （「～なので」、「～す 

 るとき」）、「関係代名 

 詞の非制限的用法」 

について理解して

いる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・CHECKUP および

Make It 

 Your Own 練習問題に

おい 

 て正答できていること

を 

 確認する。 

 


